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鳥取県地域医療支援センター編集発行

鳥取県地域医療支援センターについて

鳥取県地域医療支援センターは、鳥取県・鳥取大学医学部附属病院が連携し、鳥取県の地域医療の充実・発展のた
めに2013（平成25）年1月に設置されました。私たちは、鳥取県の医師不足解消のために、地域枠などの医師のキャリ
ア形成支援や医師の地域偏在解消に取り組んでいます。専任医師も勤務しており、皆さまのご相談などを伺っています。

鳥取県の医療・
奨学金制度に関すること

医師のキャリア形成・
相談に関すること

〒680-8570 鳥取県鳥取市東町1丁目220
TEL 0857-26-7195   FAX 0857-21-3048

鳥取県福祉保健部 健康医療局 医療政策課

〒683-8504 鳥取県米子市西町36-1
TEL 0859-38-7005   FAX 0859-38-7006

鳥取大学医学部附属病院 鳥取県地域医療支援センター
ご相談や

お問い合わせは
こちらまで

広報誌名
『DOCトリ！』の由来

「DOCTOR」と「鳥取県」
を合わせた造語です。
医師の皆さんに、鳥取県
で活躍してほしいという
願いが込められています。

とっとりドクター Naviの配信を始めました
鳥取県の地域医療に関心をお持ちの全国の高校生・医学生・研修医の皆
さまに向けて県内の医療情報や勤務に関する情報、医師としてのスキルアッ
プに役立つ情報をメールでお届けします。どなたでもご登録いただけます。

https://www.pref.tottori.lg.jp/273080.htm
登録申込フォーム
とっとりドクターNavi

鳥取県地域医療支援センターからのお知らせ

　鳥取県では、県内病院において必要
としている医師数の現状を把握し今後の
施策に生かすため、毎年1月1日現在で
「医師数に関する調査」を実施しています。
　「必要数」とは、現行の診療体制を基本
とした上で、各病院が令和4年４月１日に
必要としている医師数です。
　「現員数」は令和4年１月１日現在の医師
数で、初期臨床研修医を除いています。

2022（令和4）年の 『医師数調査結果』が出ました
鳥取県内43病院の医師数は足りている？NEWS

1

ご登録
いただいた方には、
『DOCトリ！』を
毎号お届けします！

とっとりドクター Navi登録者の皆さまにおかれまして、勤務先の変更や
転居により送付先住所に変更がございましたら、お手数ですが鳥取県
地域医療支援センター（本ページ末尾）までご連絡をお願いいたします。
なお、ご登録情報の変更については、鳥取県医療政策課ホームページ
の登録申込フォームでも承っております。

「とっとりドクターNavi」ご登録住所の確認について

必要数 1,379.7人

鳥取県全体

現員数
1,185.9人

不足数
193.8人

充足率 86.0％

必要数 443.1人

現員数
366.1人

不足数
77.0人

東部保健医療圏
14病院

充足率 82.6％

必要数 200.3人

現員数
145.7人

不足数
54.6人

中部保健医療圏
10病院

充足率 72.7％

必要数 338.5人

現員数
293.7人

不足数
44.8人

西部保健医療圏
鳥大病院を除く18病院

充足率 86.8％

必要数 397.8人

現員数
380.4人

不足数
17.4人

鳥大病院

充足率 95.6％県内全域で医師数は不足

鳥取県地域医療支援センター 広報誌

鳥取の地域医療を考えるマガジン   ードクトリ！ー
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悩みや歯がゆさを感じながら
人として、医師として成長

病院スタッフと打ち合
わせを行う𠮷田先生。
地域医療における多
職種連携の重要性を
日々実感している。
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やりたいこと
WILL

専門医取得

大学院で学位取得 家庭も大切

地域のことを知る

マネジメント
最初から最期まで診る

県内で働く

いろんな疾患に対応

コミュニケーション

多職種連携

生活に寄り添って

できるだけここで診てほしい

サブスペシャルティ

自分の強みになる分野

○○ならできますよ

CAN
できること、強み

MUST
求められていること、ニーズ

自分にできることを 逃げない医療見極めが大事見極めが大事

座談会のまとめ座談会のまとめ

「地域医療のニーズ（MUST）」を肌で感じながら、その中でも「自分にできること（CAN）」
を見つけ、「自分の将来像（WILL）」に関連させながら、様々な経験を積みながら頑張っ
ておられることが分かりました。皆さん、とても頼もしい存在です。
「MUST」「WILL」「CAN」の３つの円が重なる部分が大きければ大きいほど仕事のやりが
いを感じられるといわれています。今後のご活躍を期待しています！！

会話の中から気になる言葉をピックアップして、構造的に分析！

紙本 美菜子 特命助教
紙本先生のご紹介は
次ページをご覧ください。
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2
0
1
3（
平
成
25
）年
1
月
に
発
足
し
た

鳥
取
県
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
鳥
取
県

の
地
域
医
療
の
充
実
・
発
展
の
た
め
、
医
師
不

足
の
調
査
・
分
析
を
は
じ
め
、
奨
学
金
制
度
の

推
進
、
医
師
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
、
相
談
対

応
や
情
報
発
信
な
ど
、様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

10
年
目
を
迎
え
る
今
年
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

を
礎
に
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
サ
ポ
ー
ト
を
行

お
う
と
新
た
な
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
紙
本
美

菜
子
先
生
が
当
セ
ン
タ
ー
の
特
命
助
教
に
着
任

し
、
学
生
や
若
手
医
師
の
ニ
ー
ズ
を
探
り
な
が
ら

今
の
時
代
な
ら
で
は
の
や
り
方
で
寄
り
添
っ
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
紙
本
先
生
の
お

話
を
伺
い
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
展
開
し
よ
う
と
し

て
い
る
取
り
組
み
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

実家が海沿いにあり、毎日のよう
に日本海を見て育ちました。よく
晴れた日は、美しいマリンブルー
の向こうに隠岐の島が見えること
もあるんですよ。
中でも大好きなのは夕景。空と海をオレンジ色に
染めながらゆっくりと沈む夕日を見ていると心が洗
われます。

日本海に夕日が沈む情景

若
い
力
が
生
き
る
場
に

仲
間
と
つ
な
が
る
場
を
つ
く
る

鳥
取
県
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
新
体
制

特 集 2フ
ラ
ッ
ト
に
対
話
で
き
る

交
流
の
場
で

キ
ャ
リ
ア
を
支
援

― 

セ
ン
タ
ー
の
体
制
は
ど
の
よ
う

に
変
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

下
図
に
示
す
赤
字
の
項
目
が
新

た
な
業
務
内
容
と
し
て
加
わ
り
ま
し

た
。
基
本
的
な
体
制
は
変
わ
り
ま

せ
ん
が
、
鳥
取
大
学
医
学
部
地
域
医

療
学
講
座
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深

め
、
医
学
生
の
地
域
医
療
教
育
の
支

援
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。「
症
候
学
」や「
地
域
医

療
体
験
実
習
」な
ど
、
私
も
講
座
の

授
業
を
幾
つ
か
受
け
持
っ
て
い
る
の

で
、
地
域
医
療
を
実
践
し
て
い
く
た

め
に
必
要
不
可
欠
な
エ
ッ
セ
ン
ス
を

伝
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

― 

若
手
医
師
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

支
援
も
新
し
い
取
り
組
み
を
考
え
て

い
る
そ
う
で
す
ね
。

　
「
鳥
取
県
医
師
確
保
奨
学
金
」制

度
を
利
用
し
て
い
る
若
手
医
師
の
皆

さ
ん
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
の
悩
み
な

ど
に
従
来
か
ら
応
じ
て
い
ま
す
が
、

個
別
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、
同
年
代
の

地
域
枠
等
医
師
同
士
、
あ
る
い
は
先

輩
・
後
輩
の
つ
な
が
り
が
持
て
る
よ

う
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
つ

く
り
た
い
と
思
い
、
一
部
で
運
用
を

始
め
ま
し
た
。
時
間
を
有
効
に
使

う
こ
と
が
で
き
、
場
所
を
選
ば
な
い

の
で
、
参
加
の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
る

は
ず
。
よ
り
対
話
を
重
視
し
た
関

わ
り
を
意
識
し
て
、
皆
さ
ん
の
声
を

拾
い
、
前
向
き
に
キ
ャ
リ
ア
を
歩
ん

で
い
け
る
よ
う
な
お
手
伝
い
が
で
き

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

― 

医
学
生
の
う
ち
か
ら
関
係
性

を
築
い
て
お
く
と
い
い
で
す
ね
。

　

そ
う
思
う
の
で
す
が
、
学
生
は
関

係
性
が
希
薄
で
、
お
互
い
に
あ
ま
り

干
渉
し
な
い
よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
り

ま
す
。
い
ざ
地
域
の
医
療
機
関
で
働

き
始
め
る
と
、
誰
か
に
相
談
し
た
い

よ
う
な
悩
み
事
が
必
ず
出
て
く
る
と

思
う
の
で
、
地
域
医
療
学
講
座
と
連

携
し
、
授
業
や
S
N
S
等
を
活
用
し

て
、
在
学
中
か
ら
地
域
枠
の
仲
間
を

意
識
し
て
も
ら
う
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、「
地
域
枠
の
先
輩
が
ど

こ
で
ど
の
よ
う
に
働
い
て
い
る
の
か
を

知
り
た
い
」と
い
う
医
学
生
か
ら
の
要

望
を
も
と
に
、キ
ャ
リ
ア
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
先
輩
医
師
が
地
域

医
療
の
現
場
で
ど
の
よ
う
な
キ
ャ
リ

ア
を
歩
ん
で
い
る
の
か
を
レ
ク
チ
ャ
ー

し
、そ
の
後
開
催
し
た
相
談
会
が
好

評
で
し
た
。
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
知
っ
て

も
ら
う
機
会
と
し
て
、
今
年
度
も
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

個
別
に
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
だ
け
で
は
な
く
、
医
学
生
や
若
手

医
師
が
お
互
い
の
存
在
を
知
り
、
関

わ
り
合
っ
て
い
け
る
よ
う
な
仕
組
み

を
作
り
た
い
で
す
。

1982年　鳥取県大山町生まれ
2008年　自治医科大学医学部 卒業
2008年　鳥取県立中央病院 初期臨床研修医
2010年　日南町国民健康保険日南病院 内科
2012年　産前産後休業・育児休業
2013年　大山町国民健康保険名和診療所 所長
2015年　産前産後休業・育児休業
2016年　鳥取大学医学部附属病院 後期研修医
2017年　南部町国民健康保険西伯病院 内科
2018年　鳥取大学医学部地域医療学講座 助教
2022年　鳥取県地域医療支援センター 特命助教

紙本  美菜子特命助教

鳥取県地域医療支援センター
か みもと     み なこ

家庭医療／プライマリ・ケア
日本内科学会 認定医
日本医師会 認定産業医
日本プライマリ・ケア連合学会 家庭医療専門医・指導医
総合診療専門医プログラム 特任指導医
SNSに日 の々出来事をつづる
耳活（Audible・Podcast等）

【専 門】
【資 格 等】

【趣 味】

▲2022年4月1日、特命助教に着任した紙本先生。専任
医師の福本宗嗣先生（左）と共に、医学生や若手医師らの
キャリア形成サポートに意欲を燃やす。

●研修プログラム作成支援
●奨学生等の研修履歴、勤務状況
および専門医取得状況の把握
●地域医療教育の支援
　（地域医療学講座との連携）

●奨学生等のセンターへの登録
●県内外専門研修、地域医療体験
研修の機会の提供

●医師登録、派遣システムの運用
●無料職業紹介事業の実施
●医師不足病院への代診等の支援

医師不足状況等の
把握・分析

●医師不足調査の実施
●個別医療機関へのヒアリング 等

●ホームページ、広報誌等による情報発信　●とっとりドクターNaviの運用
●県内外の医師、医学生、高校生などからの相談への対応 等
●地域医療の発展に関する研究

地域医療関係者との
協力関係の構築

●地域医療支援センター運営委員会の開催
●地域医療対策協議会等への参加　●臨床研修指定病院協議会との連携 等

医師不足病院の
支援

情報発信と
相談への対応

医師のキャリア
形成支援

●奨学生等への面談、アドバイス　●キャリア形成モデルの提示

●奨学金貸与者の県内勤務への支援

鳥取大学医学部附属病院 鳥取県医療政策課

鳥取県地域医療支援センター

業務内容

組 織
センターの業務内容

鳥取大学
医学部附属病院
卒後臨床研修
センター

鳥取大学医学部
地域医療学講座

鳥取県地域医療
支援センター

連携

鳥取県と鳥取大学に事務局を置き、
相互に連携しながら、県内の医師確
保対策や医師のキャリア形成支援に
取り組んでいます。
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“革の魔術師
”の作品ズラリ

胸を打つ高い芸
術性！

     米子市大篠津町4841       0859-25-0550
     10：00～17：00（最終入館16：30）
     水・木曜日
     ＜大人・大学生＞500円　＜中高生＞300円
     ＜小学生以下＞無料
     あり（無料）
     JR米子駅から車で約25分／米子道米子ICから車で約30分

営
休

P

¥

☎住

　希世の革人形師・本池秀夫氏の作品が見られる世界
初のレザーアート美術館。実物大のキリンやゾウといっ
た野生動物たちは、今にも動き出しそうなほどリアル。ま
た、人々が行き交う街角、家庭での一コマなど日常の何
気ないワンシーンを表した作品は、小さな人形の顔や手
足はもちろん、衣服や靴、子どもが持つぬいぐるみまでも
が革製。その精巧さに驚くとともに、革ならではの温かみ
が心に染みます。
　革の魅力はミュージ
アムショップにも。バッ
グやキーケースなどオリ
ジナルアイテムがいっ
ぱいですよ♪

美・味・量、全て
王様級！

冠みたいなソフト
クリーム

　映画好きの店主が考案した数々の「CINEMA MENU」
で人気のカフェ、こちらでただいまバズり中なのが「ミル
ククラウンソフトクリーム」。その形は、ミルクの滴がポチャ
ンと落ちたときにできる美しい王冠のよう。何層も折り重
なる細いうねりには気品すら感じます。
　味にもこだわりアリ。厳選した素材を、試行錯誤の末
に見つけ出したベストの配合でミックスしているのだと
か。濃厚ミルキー＆極
上クリーミーに舌がとろ
けます。赤を基調とし
たオシャレな店内で、
映画の主人公になった
気分で味わってみて。

CAFE MOTHER
カフェ マザー

本池美術館

     倉吉市大正町1075-67 マンションプリモス 1F
     0858-22-0777
     11：30～22：00
     月曜日　　 あり（無料）
     倉吉駅から車で約15分
     北条倉吉道倉吉ICから車で約5分

住

営
休 P

☎

地元の魅力を知り尽くす謎の編集部員「SR」が、観光地とグルメを毎号1カ所
ずつご紹介します。せっかくの鳥取LIFE、楽しまなきゃ損ですよ！

1度は行くべし！

Enjoy To
ttori lif

e!

食
@ Middle

▲ミルククラウンソフトクリーム 770円

遊
@ Western

革のカッコよさに

ハマりそう♡

ボリュームは

普通のソフトの

約2倍！

迷い悩んだ10数年の道のり

だからこそ同じ目線で寄り添える

ず
っ
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
医
療
を
目
指
し
て
奮
闘

　

― 

紙
本
先
生
自
身
も
県
派
遣

医
師
と
し
て
長
く
地
域
医
療
に
従

事
し
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。

　

名
和
診
療
所
の
あ
る
町
で
生
ま
れ

育
ち
ま
し
た
の
で
、
私
が
抱
く
医
師

像
は「
地
元
の
診
療
所
の
お
医
者
さ

ん
」。
祖
父
の
死
を
き
っ
か
け
に
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
適
切
な
医
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
人
々
を
支
え
た
い
と

決
心
し
、医
師
の
道
を
志
し
ま
し
た
。

　

鳥
取
県
立
中
央
病
院
の
初
期
臨

床
研
修
で
は
、
地
域
の
病
院
に
赴
任

す
る
こ
と
を
見
据
え
、「
何
で
も
で
き

る
よ
う
に
な
ら
な
く
て
は
」と
必
死

に
勉
強
し
ま
し
た
が
、
医
師
3
年
目

で
は
当
然
ま
だ
ま
だ
能
力
が
足
り

ず
、
日
南
病
院
で
は
ふ
が
い
な
さ
を

感
じ
る
日
々
。
外
来
診
療
に
慣
れ
て

な
く
て「
待
ち
時
間
が
長
い
」と
患

者
さ
ん
に
叱
ら
れ
た
り
、
看
護
師
に

間
違
わ
れ
て「
私
の
主
治
医
は
誰
で

す
か
」と
言
わ
れ
た
り（
笑
）。
若
い

頃
は
そ
れ
が
悔
し
く
て
。
今
な
ら
そ

れ
を
逆
手
に
取
っ
て
、
同
じ
目
線
に

立
っ
て
患
者
さ
ん
の
本
音
を
聞
き
出

す
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
け
ど
ね
。

　

― 

2
度
の
妊
娠
・
出
産
を
経

な
が
ら
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
こ
ら
れ

ま
し
た
。

　

キ
ャ
リ
ア
の
こ
と
、
家
庭
と
仕
事

の
バ
ラ
ン
ス
、
子
育
て
の
こ
と
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
し

た
が
、
先
輩
に
相
談
し
た
り
、
家
族

の
全
面
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が

ら
、
な
ん
と
か
乗
り
越
え
て
き
ま
し

た
。
様
々
な
経
験
を
経
て
、
キ
ャ
リ

ア
の
道
筋
は
1
つ
じ
ゃ
な
い
と
分

か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
同
じ
よ
う
に
悩

む
若
手
医
師
の
皆
さ
ん
に
、
柔
軟
な

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
提
案
や
助
言
が
で

き
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

難
し
さ
の
増
す
地
域
医
療

救
う
の
は
医
師
の〝
人
間
味
〞

　

― 

県
内
の
地
域
医
療
の
現
状

は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す
か
？

　

市
中
の
病
院
で
も「
高
齢
の
患
者

さ
ん
が
増
え
て
い
る
」と
肌
で
感
じ

て
い
ま
す
。
複
数
の
疾
患
を
抱
え
、

複
雑
な
生
活
背
景
の
中
で
暮
ら
す

患
者
さ
ん
も
多
い
。
だ
か
ら
、
看
護

師
や
保
健
師
、
介
護
士
、
行
政
な
ど

多
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
、
あ
る
い
は
家

族
と
連
携
し
な
が
ら
ト
ー
タ
ル
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
で
き
る
医
師
が
も
っ
と
増

え
て
ほ
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
中
山
間
地
の
奥
で
は
死
亡

数
が
か
な
り
増
え
て
お
り
、
多
死
社

会
の
状
況
も
見
て
取
れ
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
終
末
期
医
療
、
看
取
り

が
重
要
視
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
い
ろ

ん
な
疾
患
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
つ
つ
、

よ
り
良
い
終
末
期
を
送
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
医
療
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

― 

地
域
医
療
を
担
う
医
師
の

役
割
は
大
き
い
で
す
ね
。

　

誰
と
で
も
対
等
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。
昔
の
よ
う
な
権

威
主
義
的
態
度
で
の
診
療
で
は
、
患

者
さ
ん
を
は
じ
め
、
一
緒
に
働
く
人

た
ち
と
も
本
音
で
話
を
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
活
発
に
対
話
が
で

き
、
他
者
と
同
じ
目
線
に
立
て
る
、

〝
人
間
ら
し
い
医
師
〞で
あ
る
こ
と
が

大
切
で
す
ね
。

　

― 

最
後
に
今
後
の
展
望
を
。

　

現
在
、
地
域
枠
等
医
師
は
全
部

で
約
2
0
0
名
、
誰
が
ど
こ
で
県
の

医
療
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
か
を
ま

ず
把
握
し
た
い
。
本
当
は
全
員
に
直

接
会
い
に
行
き
た
い
く
ら
い
な
の
で

す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
利
便
性
を
存

分
に
活
用
し
、
最
近
の
地
域
医
療
実

践
や
そ
の
中
で
感
じ
た
喜
び
、
や
り

が
い
、
悩
み
事
な
ど
を
み
ん
な
で
共

有
し
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
自
尊
心
を

高
め
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
、こ
の

広
報
誌「
Ｄ
Ｏ
Ｃ
ト
リ
！
」や
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
を
通
じ
て
情
報
発
信
し
、
地

元
を
大
切
に
し
な
が
ら
働
き
た
い
と

い
う
人
に
ど
ん
ど
ん
呼
び
か
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鳥取県の医療・奨学金制度に関すること
鳥取県福祉保健部健康医療局 医療政策課
TEL.0857-26-7195

医師のキャリア形成・相談に関すること
鳥取県地域医療支援センター
TEL.0859-38-7005

お問い合わせ

お問い合わせフォームはこちら▶

▲第1子の育休明けに赴
任したのは、幼い頃に自
分自身も通院した名和診
療所。おなかには第2子も。
子育てをしながら故郷の
医療に奮闘した経験が今
に生きている。
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